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認定特定非営利活動法人 全国盲導犬施設連合会 

 

１ 事業の成果 

 「ともに生きる、ともに歩む」を共通の理念に、全国の盲導犬訓練法人施設の連合体として、視覚

障害者が盲導犬を使用し自立と社会参加を図れるよう、広く盲導犬の普及啓発、相談、盲導犬無償

貸与への助成を実施した。 

 

 

２ 事業の実施に関する事項 

（１）特定非営利活動に係る事業              （事業費の総費用【70,486】千円） 

定款に記
載された
事業名 

事業内容 日時 場所 従事者 
人数 

受益 
対象者 
範囲 

受益 
対象者 
人数 

事業費 
（千円） 

普及啓発
事業 

・ﾃﾞｭｴｯﾄ 15 万部、ﾎﾟｽ
ﾀｰ 6 千枚を作成配布、
店舗等に補助犬同伴可ｽ
ﾃｯｶｰを配布した。 
 
・墨字版･点字版･CD 版
の盲導犬情報を作成･配
布した。 
・盲導犬ふれあいイベ
ントの開催（30 回） 
・寄附･募金箱設置協力
企業へ、良い機会を捉
えて感謝状を贈呈･郵送
した。 
 
・連合会ｵﾘｼﾞﾅﾙ盲導犬ｶ
ﾚﾝﾀﾞｰを作成･配布し、
盲導犬事業への理解と
支援、普及に努めた。 
 
・等身大盲導犬募金箱
について、6 台の新規
導入、83 台の修理入替
を行った。 
 
・DUET ｻﾎﾟｰﾀｰ向けの
活動報告書「DUET ｻﾎﾟ
ｰﾀｰ通信 VOL.5」を
400 部発行、ｻﾎﾟｰﾀｰ会
員及び支援企業へ配布
した。 
・キャッシュレス寄附
のプラットフォームと
してソフトバンクの
「つながる募金」を開
設した。 
・「盲導犬受け入れ全国
調査（2025）」報告書
を千部作成した。 

4 月 1 日～ 
3 月 31 日 
 
 
 
9 月、3 月 
 
 
4 月 1 日～ 
3 月 31 日 
4 月 1 日～
3 月 31 日 
 
 
 
9 月～3 月 
 
 
 
 
4 月 1 日～
3 月 31 日 
 
 
 
6 月 1 日～ 
3 月 31 日 
 
 
 
 
2 月 
 
 
 
 
3 月 

・募金箱設置
店 
・公共施設等 
 
 
・盲導犬使用
者、点字図書
館行政機関等 
・全国のｽｰﾊﾟｰ
店頭等 
・寄附･募金箱
設置協力企業 
 
 
 
・寄附者、関
係各所 
 
 
 
・全国のｽｰﾊﾟｰ
店頭等 
 
 
 
・ｻﾎﾟｰﾀｰ会
員、寄附･募
金箱設置協力
企業 
 
 
 
 
 
 
・事務局 
 

職員 5 名 
 
 
 
 
職員 2 名 
 
 
職員 5 名 
 
職員 5 名 
 
 
 
 
職員 5 名 
 
 
 
 
職員 2 名 
 
 
 
 
職員 2 名 
 
 
 
 
 
職員 2 名 
 
 
 
 
職員 2 名 
 

・視覚障害
者 
・全国の市
民、企業や
団体等 
・視覚障害
者 
 
・全国の盲
導犬使用者 
・全国の市
民 
企業、団体
等 
 
・寄附･募
金箱設置協
力企業 
・全国の盲
導犬使用者 
・寄附者･
募金箱設置
協力企業 
・全国の盲
導犬使用者 
・全国の市
民、企業や
団体等 
・全国の盲
導犬使用者 
・寄附者 
・全国の盲
導犬使用者 
・視覚障害
者 
 
・全国の盲
導犬使用者 

約 31
万人 
 
 
 
約 31
万人 
 
約 8 百
人 
 
 
 
 
 
 
 
 
約 8 百
人 
 
 
 
約 8 百
人 
 
 
 
約 8 百
人 
 
約 8 百
人 
約 31
万人 
 
約 8 百
人 
 

15,233 

相談事業 

・盲導犬貸与希望、入
店拒否、使用者相談、
事業者･市民相談など 

4 月 1 日～
3 月 31 日 
 
 

・事務局相談
室 
 
 

職員 5 名 
 
 
 

・視覚障害
者 
・全国の市
民、企業、

約 31
万人 
 
 

520 
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142件を受付対応し、
具体的な解決を図っ
た。 
・市民からの盲導犬ﾕｰ
ｻﾞｰなどへのｸﾚｰﾑ通報に
ついて、苦情解決対応ﾌ
ﾛｰﾁｬｰﾄに沿って各施設
と連携して解決に努め
た。 

 
 
 
 
4 月 1 日～
3 月 31 日 
 
 
 

 
 
 
 
・事務局相談
室 
 

 
 
 
 
職員 5 名 
 
 
 

団体等 
 
 
 
・全国の盲
導犬使用者 
・視覚障害
者 
・全国の市
民、企業団
体行政等 

 
 
 
 
約 8 百
人 
約 31
万人 
 

資格認定 
事業 

・盲導犬育成の担い手で
ある訓練施設職員を対
象に資格認定審査会を
開催し、盲導犬歩行指導
員 1 名、盲導犬訓練士 4
名の計 5 名を資格認定
した。 

8 月 1 日～
3 月 12 日 

・訓練施設を
認定審査会場
として学科･ｵﾝ
ﾗｲﾝによる実技
審査と面接を
実施 

職員 2 名
審査員 9
名 
面接員 3
名 

・盲導犬育
成訓練施設
職員(受験者
6 名) 

6 名 

179 

職員養成
支援研修
事業 

・盲導犬歩行指導員等
資格認定審査申込者を
対象に、ｽｸｰﾘﾝｸﾞとし
て、加盟施設相互研修
事業への参加、及び資
格認定委員会にて事例
発表を行わせた。 
・加盟施設職員研修と
して「①動物福祉に関
する勉強会、②ﾊﾟﾋﾟｰﾌﾟ
ﾛｸﾞﾗﾑ、③人材育成ﾏﾈｼﾞ
ﾒﾝﾄ、④共同訓練研修、
⑤ﾕｰｻﾞｰ・犬の防災研
修」の事業を実施した。 

4 月 12 日 
12 月 5～6
日 
2 月 27 日 
 
 
 
 
①4月12日 
 
②7月19～
20 日 
③7月16日 
④12月5～
6 日 
⑤12 月 19
日 

・訓練施設お
よびｵﾝﾗｲﾝ 
 
 
 
 
 
 
①日本盲導犬
協会・ｵﾝﾗｲﾝ 
②北海道盲導
犬協会 
③ｵﾝﾗｲﾝ 
④東日本盲導
犬協会 
⑤ｵﾝﾗｲﾝ 
 

職員 2 名 
 
 
 
 
 
 
 
職員 2 名 

・盲導犬育
成訓練施設
職員 
 
 
 
 
 
・盲導犬育
成訓練施設
職員 
 

6 名 
 
 
 
 
 
 
 
①122
名 
②12名 
③16名 
④7 名 
⑤37名 
 

1,086 

使用者団
体相互協
力事業 

・全日本盲導犬使用者
の会総会および創立
30 周年記念ｲﾍﾞﾝﾄへｻ
ﾎﾟｰﾄ要員として近接施
設職員、連合会職員派
遣を行った。 

5 月 25 日
～26 日 
 
12月８日～
10 日 
 

戸山ｻﾝﾗｲｽﾞ 
 
 
大宮 
 
 

職員 2 名 
施設職員
4 名 

・全国の盲
導犬使用者 
 

約 8 百
人 

215 

情報交換
及びネッ
トワーク
構築事業 

・訓練施設と盲導犬育成
普及に向けた協議（運営
委員会）を 3 回開催し
た。 
・日本盲人社会福祉施設
協議会 自立支援施設部
会盲導犬委員会の「令和
5(2023)年度盲導犬訓
練施設年次報告書」の製
本を行い、関係各所へ発
送を行った。 

4 月 1 日～ 
３月 31 日 

 
 
５月 
 
 

・事務局 
 
 
 
・事務局 
 
 

職員 5 名 
施設職員
8 名 
 
職員 5 名 
 
 
 
 

・全国の盲
導犬使用者 
・盲導犬育
成訓練施設 
・盲導犬育
成施設11施
設等 
 

約 8 百
人 

954 

財政基盤
支援事業 

・盲導犬育成訓練施設の
盲導犬無償貸与事業に
かかる費用の一部助成・
補助を 16 頭分行った。 
・ﾌｫﾛｰｱｯﾌﾟにかかる費用
の一部助成を 599 頭分
行った。 

4 月 1 日～
3 月 31 日 

・盲導犬育成
訓練施設 職員 2 名 

・全国の盲
導犬使用者 

約 8 百
人 52,160 

調査研究 
事業 

加盟施設協力の元、5 年
ぶりに「盲導犬受け入れ
全国調査（2025）」を実
施。盲導犬同伴に対する
社会の理解、さらには事
業者による合理的配慮
の提供義務化を背景と
して、ユーザーが抱える
社会的障壁・人々の障害

１０月～３
月 

・事務局 
・盲導犬育成
訓練施設 

職員 2 名 
施設職員
１６名 

・全国の盲
導犬使用者 

約 8 百
人 

139 



に対する理解について
も調査の上、プレスリリ
ースを行った。 

国際交流 
事業 

・IGDF セミナーは隔年
開催のため本年度は行
わなかった。 

なし なし なし なし なし 0 

顕彰事業 
・今年度は行わなかっ
た。 なし なし なし なし なし 0 

 

（２）その他の事業                    （事業費の総費用【  0  】千円） 

定款に記
載 

された 
事業名 

事業内容 日時 場所 従事者 
人数 

事業費 
（千円） 

盲導犬ｸﾞ
ｯ ｽ ﾞ販売
事業 

実施しなかった。 なし なし なし 0 

 


